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●フヨウ 

・芙蓉　・木芙蓉　・キハチス 

・白芙蓉　・紅芙蓉　・酔芙蓉 

　日本・中国原産のアオイ科落葉低木で、葉は掌状3～7
裂し、夏秋の頃に大形淡紅色の美花を次々と咲かせます。
朝開いて夕に閉じる一日花で、園芸品種も多いようです。 
　芙蓉とは本来大きい花を意味し、古代はハスの花の別
称で美人に例えられました。中国の詩人白居易が、「長
恨歌」で楊貴妃を「芙蓉の如く…」と例え、また源氏物
語の桐壺に出てくる芙蓉はいずれもハスのことです。 
　蓮の名は、実の形がハチの巣に似ているので古くはハ
チスと呼ばれ、略してハスとなったのです。ハスは草芙
蓉でこの芙蓉は木芙蓉ですから、キハチスとも呼ばれます。
茎は繊維が強く、和紙の原料になります。 

「枝振りの日毎にかはる芙蓉かな」　薫泉 

●真夏の川に親しむ 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 

●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 

●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 

●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,199 （－28） 

女…………12,901 （－ 7 ） 

総数………25,100 （－35） 

世帯数……・・8,947 （－ 8 ） 

　　　　　　  8月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載されたあなたの写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線2-4882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

ふ　よう 

ちょう はく　きょい 

ごと よう き   ひ  ごん　か 

きりつぼ 

はす 

ひ ごと 

　夏恒例の一大イベント「信州爆水RUN in 依田川」が8
月8日、今年も依田川と内村川を舞台にして盛大に開催さ
れました。前日に降った激しい雨の影響で予定のコース
を見合わせ、内村川をメインとした今大会、遠くは広島
や福岡など全国から約600名が参加しました。 
　真夏の太陽が照りつけるなか、水しぶきを上げて丸子
の清流を駆け抜ける鉄人たち。ファミリーコースに参加
する小さな鉄人たちは泳いだり、魚を探したりと川の水と親しむように、鉄人コースに参加する強者たちは、
川の流れと闘うかのようにしてゴールを目指していました。なかには仮装して挑む人の姿も見られ、みなさん
思い思いのペースでレースを楽しんでいました。 

撮影場所：中丸子 

住基ネット第2次稼動開始
C

O
N

T
E

N
T

S

今月の主な内容 

人権人権と暮らしについての意識調査結果意識調査結果・・・ 2P 2P 

合併対策室合併対策室だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4P 4P 

丸子町役場丸子町役場のISO14001ISO14001の取り組み組み・・・ 6P6P

人権と暮らしについての意識調査結果・・・ 2P 

合併対策室だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4P 

丸子町役場のISO14001の取り組み・・・ 6P
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　町ではこの3月に、無作為抽出による二十歳

以上の男女2,000人を対象として、部落差別を

はじめとするあらゆる差別をなくし、明るく

住みよい丸子町の実現に向けての施策の参考

にするため、人権・同和問題についてアンケー

ト調査を実施しました。1,475人から回答があ

り、回答率は73.8％でした。 

　そのアンケート調査結果の中から一部を抜

粋し、2回に分けてご紹介します。 

    

　
現
在
の
日
本
に
お
い
て
は
、
部
落

差
別
を
は
じ
め
と
し
て
、
女
性
、
子

ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人

等
に
対
す
る
人
権
侵
害
の
問
題
は
依

然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に

国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
多
様
化
、
複
雑
化
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
な
ど
社
会
状
況
の
変
化
等
に
よ

り
、
人
権
に
関
す
る
新
た
な
課
題
も

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
日
本
社
会
に
お
け
る
人
権
の
尊
重

に
つ
い
て
町
の
十
年
前
の
調
査
結
果

と
比
較
し
ま
す
と
、
「
人
権
が
尊
重

さ
れ
て
い
る
社
会
」
と
思
っ
て
い
る

人
は
12
・
3
％
で
12
・
2
ポ
イ
ン
ト
下

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
人
権
が

尊
重
さ
れ
て
い
る
社
会
と
は
一
概
に

は
言
え
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
は

8
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
67
・
8
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
関
心
の
あ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て

は
、
連
日
の
よ
う
に
子
ど
も
等
に
対

す
る
虐
待
や
人
を
傷
つ
け
た
り
な
ど

人
権
が
侵
さ
れ
る
事
件
が
新
聞
、
テ

レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
複
数
回
答
）で
は

「
障
害
者
に
関
す
る
問
題
」
が
60
・
1

％
で
最
も
多
く
、
続
い
て
「
高
齢
者

に
関
す
る
問
題
」（
47
・
6
％
）、「
子
ど

も
に
関
す
る
問
題
」（
46・
4
％
）、「
同

和
問
題
（
部
落
差
別
問
題
）」（
43
・
7

％
）
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

十
年
前
は
、
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
、

障
害
者
に
関
す
る
問
題
、
同
和
問
題
、

女
性
問
題
の
順
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
の
高
齢
化
社
会
を
反
映
し

て
障
害
者
に
関
す
る
問
題
が
第
一
位

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

      

　
人
権
侵
害
を
受
け
た
経
験
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
十
年
前
と
変
わ
ら
ず
、

三
人
に
一
人
が
人
権
侵
害
を
受
け
た

経
験
を
お
持
ち
で
し
た
。 

　
今
回
の
調
査
で
は
、
人
権
侵
害
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
に
そ
の
種
類

や
受
け
た
場
所
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

◎
人
権
侵
害
の
種
類
（
複
数
回
答
） 

 

　
人
権
侵
害
を
受
け
た
内
容
は
、「
悪

口
・
う
わ
さ
」
が
81
・
9
％
と
最
も
多

く
、
続
い
て
「
仲
間
は
ず
れ
・
無
視
」

（
44
・
4
％
）、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
」（
37
・
5
％
）、「
出
身
・
身
上
・

性
別
に
よ
る
不
利
益
」（
28
・
2
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
人
権
侵
害
の
場
所
（
複
数
回
答
） 

　
人
権
侵
害
を
受
け
た
場
所
は
、「
地

域
社
会
」
が
57
・
2
％
と
最
も
多
く
、

続
い
て
「
職
場
」（
50
・
0
％
）、「
学

校
」（
41・
7
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
人
権
侵
害
に
対
す
る
対
応 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
複
数
回
答
） 

　
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
き
の
対
応

で
は
、
「
相
手
に
抗
議
し
た
」
人
が

64
・
4
％
、「
家
族
や
親
類
に
相
談
し

た
」
人
が
65・
0
％
、「
友
達
・
同
僚
・

上
司
に
相
談
し
た
」
人
が
43
・
0
％
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
人
権
侵
害
を
受
け
た
経
験

の
な
い
方
が
人
権
侵
害
を
受
け
た
場

合
の
対
応
（
複
数
回
答
）
は
、「
相
手

に
抗
議
す
る
」
（
64
・
4
％
）、「
相
談

先
と
し
て
家
族
や
親
類
」（
65・
0
％
）、

「
友
達
・
同
僚
・
上
司
」（
43
・
0
％
）

と
答
え
た
人
が
多
く
、
23
・
2
％
の
人

が
「
黙
っ
て
我
慢
を
す
る
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。 

  　
次
号
で
は
、
同
和
問
題
に
関
す
る

意
識
や
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
回
答
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は 

【
問
】
役
場
同
和
対
策
課 

　
　
　
　
　
　
　  

�
4
2
―
6
6
9
4
 

　
　
　
　
　
　
　  

有
線
2
―
4
6
1
6

「人権と暮らしについて 
  の意識調査」 
 から見る町民意識（1） 

「人権と暮らしについて 
  の意識調査」 
 から見る町民意識（1） 

人 権 ひ ろ ば 
拡 大 版 前 編 

人 権 ひ ろ ば 
拡 大 版 前 編 

人
権
が
尊
重
さ
れ
て 

い
る
社
会
か 

人
権
侵
害
を
受
け
た 

と
き
の
状
況 

●今の日本は人権が尊重されているか 

●関心のある人権問題（複数回答） 

無解答　2.7％ 

同和問題（部落差別問題） 
女性に関する問題 
子どもに関する問題 
高齢者に関する問題 
障害者に関する問題 
外国人に関する問題 

HIV感染症・ハンセン病等に関する問題 
刑を終えて出所した人に関する問題 

アイヌの人々に関する問題 
特にない 
無解答 

無解答　2.7％ 

ある 
30.0％ 

そう思う 
12.3％ 

そう思わない　17.2％ 

一概には言えない 
67.8％ 

ない 
67.2％ 

●あなたは、人権が侵害されたと思ったことがありますか。 

●人権侵害されたことがあると答えた方へ。 
　その人権侵害はどこでありましたか。（複数回答） 

●人権侵害されたことがあると答えた方へ。 
　その人権侵害はどのようなものでしたか。（複数回答） 

学校 
職場 

家庭内 
地域社会 
その他 
無解答 

悪口・うわさ 
仲間はずれ・無視 

プライバシーの侵害 
出身・身上・性別による不利益 

暴力・脅迫・強要 
性的嫌がらせ（セクシャルハラスメント） 

ストーカー行為 
その他 
無解答 

0 20 40 60 80 100
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合
併
す
る
時
期
に
よ
っ
て 

　
　
　
変
わ
る
特
例
措
置 

  　「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

す
る
法
律
（
合
併
特
例
法
）」
は
、

合
併
に
伴
う
議
員
の
定
数
・
在
任

の
特
例
、
地
方
交
付
税
の
額
の
算

定
特
例
（
合
併
算
定
替
）、
合
併

特
例
債
な
ど
、
多
く
の
特
例
措
置

や
財
政
支
援
措
置
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
関
係
市
町
村
の
議
会
の
議
決

を
経
て
県
知
事
に
合
併
の
申
請
を

行
い
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
合
併
す
る
市
町
村
に
対

し
て
は
、
こ
れ
ら
の
特
例
措
置
や

合
併
特
例
債
な
ど
の
財
政
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

　
で
は
、
そ
れ
以
後
に
合
併
し

た
場
合
に
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。 

 

　
議
会
議
決
・
知
事
申
請
が
平
成

十
七
年
四
月
一
日
以
後
の
場
合
、

た
と
え
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
合
併
し
た
と
し
て
も
、

受
け
ら
れ
る
特
例
は
「
人
口
三
万

人
以
上
を
有
す
れ
ば
市
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
特
例
」
や
「
地
方
税

の
不
均
一
課
税
」、
「
議
会
議
員

の
定
数
・
在
任
の
特
例
」、「
地
域

審
議
会
の
設
置
」
な
ど
合
併
に
関

す
る
障
害
除
去
の
た
め
の
措
置
に

と
ど
ま
り
ま
す
。
合
併
特
例
債
は

廃
止
さ
れ
、
合
併
算
定
替
は
期
間

が
短
縮
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
合
併
す
れ
ば
、
「
人

口
三
万
人
以
上
を
有
す
れ
ば
市
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
」
や
「
地

域
審
議
会
の
設
置
」
な
ど
は
依
然

と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  　
丸
子
が
参
加
し
て
い
る
二
つ
の

協
議
会
で
は
、
上
田
市
・
丸
子
町
・

真
田
町
・
武
石
村
合
併
協
議
会
も

丸
子
町
・
長
門
町
・
武
石
村
・
和

田
村
合
併
協
議
会
も
、
現
在
の
合

併
特
例
法
の
優
遇
措
置
と
新
し
い

法
律
の
動
向
を
踏
ま
え
、
合
併
の

時
期
を
「
平
成
十
七
年
度
中
の
合

併
を
目
標
と
す
る
」
と
提
案
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
財
政
上
の
特
例

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
、
合
併
後

の
新
市
（
町
）
の
健
全
な
財
政
運

営
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
の
考

え
に
よ
る
も
の
で
す
。 

  

通
常
の
町
債
と
は
違
う 

　
　
　
　
「
合
併
特
例
債
」 
  　

町
が
新
し
い
道
路
や
施
設
を
造

る
際
、
財
源
の
不
足
額
を
補
う
た

め
に
す
る
借
金
を
「
町
債
」
と
言

い
ま
す
。
こ
れ
に
は
様
々
な
種
類

が
あ
り
、
国
の
支
援
の
有
無
に
よ

り
町
の
返
済
す
る
割
合
が
異
な
り

ま
す
。 

　
例
え
ば
、
百
万
円
の
事
業
を
「
国

の
支
援
の
あ
る
代
表
的
町
債
」
ま

た
は
「
国
の
支
援
の
な
い
町
債
」

に
よ
り
実
施
す
る
と
し
ま
す
。
後

年
度
負
担
割
合
を
同
じ
と
し
た
場

合
、
ま
ず
、
町
は
事
業
実
施
年
度

に
四
分
の
一
に
あ
た
る
二
十
五
万

円
を
負
担
し
ま
す
。
残
金
は
後
年

度
以
降
に
返
済
し
て
い
き
ま
す
が
、

「
国
の
支
援
の
あ
る
代
表
的
町
債
」

で
は
、
返
済
金
（
利
子
を
含
む
）

の
う
ち
三
割
を
国
が
負
担
し
、
残

り
を
町
が
負
担
し
ま
す
。
つ
ま
り

百
万
円
の
事
業
費
の
う
ち
二
十
二

万
五
千
円
を
国
が
負
担
し
、
残
り

七
十
七
万
五
千
円
を
町
が
返
済
し

ま
す
（
国
の
支
援
割
合
は
町
債
の

種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。 

　「
国
の
支
援
の
な
い
町
債
」
で

は
国
の
負
担
は
な
く
、
す
べ
て
町

が
返
済
し
ま
す
。 

　
で
は
、「
合
併
特
例
債
」
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
百
万
円
の
事
業

の
う
ち
、
合
併
後
の
新
市
（
町
）

は
事
業
実
施
年
度
に
五
万
円
を
負

担
し
ま
す
。
後
年
度
以
降
、
利
子

を
含
む
返
済
金
の
う
ち
七
割
を
国

が
、
残
り
を
新
市
（
町
）
が
返
済

し
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
百
万
円

の
事
業
費
の
う
ち
六
十
六
万
五
千

円
は
国
が
負
担
、
新
市
（
町
）
は

三
十
三
万
五
千
円
の
返
済
で
済
む

こ
と
と
な
り
、
他
の
町
債
に
比
べ

有
利
と
言
え
ま
す
。 

  　
た
だ
し
、
特
例
債
も
あ
く
ま
で

借
金
で
あ
る
の
で
、
必
要
な
事
業

か
ど
う
か
を
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 【
問
】企
画
課
合
併
対
策
室 

　
　  

　  

電
話
4
2
―
3
2
4
7 

　
　 

　   

有
線
2
―
4
5
1
0

　現在、全国各地に合併協議会が設置されており、

「事務事業一元化の調整」や新しく誕生する市町村

の「建設計画の策定」など、合併後の将来像につい

て話し合いが進められています。法定合併協議会で

一般的に話し合われる協議内容は二千項目以上とも

言われ、それぞれ自治体が持つ特徴や良さをできる

だけ損なわないよう慎重に協議をする必要があり、

それだけにかなりの時間を必要とします。 

　合併協議会において最初に話し合われる協議事項

のなかに「合併の時期」がありますが、これについ

ては多くの協議会で「来年の三月までに」とか、「合

併特例法期限内の成立を目指す」としています。 

　では、なぜ来年三月までなのか、合併する時期によっ

ていったいどこが違うのか少し整理してみましょう。 

合
併
合
併
す
る
時
期
時
期
に
よ
る
違
い
は 

合
併
す
る
時
期
に
よ
る
違
い
は 

　
第
三
回（
七
月
二
十
六

日
）、第
四
回（
八
月
五
日
）

の
合
併
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

  ○
財
政
推
計
を
報
告 

　
仮
に
４
市
町
村
が
合

併
し
た
場
合
、財
政
的
に

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

将
来
に
わ
た
っ
て
健
全

な
財
政
運
営
が
で
き
る

か
ど
う
か
財
政
計
画
を

策
定
し
ま
す
。 

　
今
回
報
告
さ
れ
た
の
は
、財
政

計
画
の
基
礎
と
な
る
、各
市
町
村

が
合
併
し
な
い
場
合
の
財
政
が
今

後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、二
十
年

間
に
わ
た
っ
て
推
計
し
た
も
の
で
す
。 

　
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、検
討
し

た
対
応
策
と
あ
わ
せ
て
、今
後
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

○
承
認
さ
れ
た
こ
と 

�
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

�
条
例
・
規
則
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

�
公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
に
つ

い
て 

�
慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

�
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て﹇
総

務
部
門
そ
の
�
…
総
合
計
画
や

男
女
共
同
参
画
事
業
、情
報
公

開
事
務
、選
挙
事
務
な
ど
﹈ 

 
上田市・丸子町・真田町・武石村 

合併協議会の状況 

　
七
月
三
十
日
、丸
子
ふ

れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

第
一
回
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
開
催
に
あ
た
り
、合
併

協
議
会
の
会
長
で
も
あ

る
堀
内
丸
子
町
長
は
、「
四

町
村
長
そ
れ
ぞ
れ
が
真

摯
に
受
け
止
め
、協
議
会

が
発
足
し
た
。
立
場
を

尊
重
し
協
議
し
て
ゆ
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
小
林
長
門
町
長
は「
町

民
の
負
託
に
応
え
、夢
の

あ
る
地
域
を
目
指
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、下
村
武
石
村
長
は
「
協
議

の
内
容
を
村
民
に
伝
え
、判
断
材

料
と
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま

た
羽
田
和
田
村
長
は
、「
短
期
間
で

の
取
り
組
み
に
な
る
の
で
、事
務
局

に
は
発
想
を
転
換
し
て
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、会
議
は
原
則
十
五
日

と
三
十
日
に
開
催
す
る
こ
と
等
を

定
め
た
規
程
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、事

業
計
画
等
が
協
議
さ
れ
、承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

○
協
議
会
の
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
各
町
村
八
名
） 

丸子町・長門町・武石村・和田村 
 合併協議会の状況 

合併時期による特例法の違い 合併特例債の試算額（長野県市町村合併シミュレーターより） 

通常の町債と合併特例債の違い 

平成17年3月31日までに 
合併申請 

○合併算定替の特例期間 
　10年（＋激変緩和5年） 

○合併特例債による財
政支援 

　4市町村　約447億円 
　4町村　　約177億円 

○その他の特例 ○その他の特例 

○合併算定替の特例期間 
　段階的に5年に短縮（＋
激変緩和5年） 

○合併に関する障害除
去の特例（地方税の
不均一課税、議員の
在任・定数特例、3万
人で市になれる特例、
地域審議会設置等） 

○合併に関する障害除
去の特例（地方税の
不均一課税、議員の
在任・定数特例、3万
人で市になれる特例、
地域審議会設置等） 

合併特例債は、平成17年3月31日までに関係する市町村の議会の議
決・県に対して合併申請を行い、平成17年度中（平成18年3月31日ま
で）に合併した場合に受けられます。 

平成17年4月1日以降の 
合併申請 

組 合 せ 

約447.3億円 約177.3億円 10カ年合算額 
合併特例債  計 
（事業費ベース） 

備  考 
4市町村 

（上田市・丸子町・真田町・武石村） 
4町村 

（丸子町・長門町・武石村・和田村） 

合併特例債 

国の支援の 
ある町債 

国の支援の 
ない町債 

交付税措置 
（国負担） 

後年度負担 
（市町村負担） 

事業年度負担 
（市町村負担） 

0 20 40 60 80 100

堀内　憲明 

小山田秀士 

片桐　　久 

大井　一郎 

杉原　市郎 

浅川　重喜 

内堀　京子 

滝澤　幸雄 

町村長 

助役 

議長 

議員 

議員 

学識経験者 

 

同一請求代表者 

丸子町の委員 氏　　名 

万円 

合併対策室だより 
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非常口のマーク 

　
I
S
O
1
4
0
0
1
（
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
は
環
境

管
理
に
関
す
る
国
際
規
格
で
、
役

場
は
平
成
13
年
3
月
9
日
に
認
証

を
取
得
し
、
自
然
に
や
さ
し
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
全
職
員
参
加

の
も
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
な

ぜ
、
役
場
が
I
S
O
を
取
得
し
た

の
か
？
」
。
そ
し
て
、
「
一
体
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
？
」
。 

　
丸
子
町
役
場
に
お
け
る
I
S
O
 

1
4
0
0
1
の
取
り
組
み
を
み
な

さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
直
接
的
な
取
り
組
み 

  　
役
場
の
日
常
業
務
に
お
け
る
省
エ
ネ
、

ご
み
減
量
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
。 

  　
間
接
的
な
取
り
組
み 

  

●
渋
滞
の
解
消 

　
渋
滞
に
よ
り
車
の
停
車
時
間
が
多
け

れ
ば
、
よ
り
多
く
の
排
気
ガ
ス
が
出
ま

す
が
、
道
路
整
備
な
ど
に
よ
り
渋
滞
箇

所
が
な
く
な
る
こ
と
で
車
の
排
気
ガ
ス

が
減
り
ま
す
。 

●
住
民
票
交
付
サ
ー
ビ
ス 

　
西
内
、
塩
川
両
郵
便
局
に
お
い
て
住

民
票
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
役
場
ま
で
車
を
使
っ
て
来
な
く

て
も
近
く
で
交
付
が
受
け
ら
れ
、
車
の

排
気
ガ
ス
が
減
り
ま
す
。 

 

　
I
S
O
に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル 

進めています 
　自然にやさしい環境づくり 
進めています 
　自然にやさしい環境づくり 

丸子町役場は 

に取り組んでいます 

アイ  エス　 オー 

ISO14001ISO14001ISO14001

★
I
S
O
1
4
0
0
1
と
は
？ 

  　
I
S
O
と
は
、「
国
際
標
準
化

機
構
」
の
略
称
で
、
工
業
製
品
の

国
際
的
な
通
商
の
活
性
化
や
学
術
・

技
術
交
流
の
促
進
を
目
指
し
て
、

単
位
や
用
語
の
統
一
を
図
っ
て
い

ま
す
。
I
S
O
の
規
格
で
身
近
な

も
の
と
し
て
は
、「
写
真
フ
ィ
ル

ム
感
光
度
（
I
S
O
4
0
0
な
ど
）」

や「
非
常
口

の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
」

な
ど
が
あ

り
ま
す
。 

　
I
S
O
1
4
0
0
1
は
「
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
の
規

格
で
、
環
境
保
全
活
動
を
効
果
的

に
行
う
た
め
に
定
め
ら
れ
た
規
格

で
す
。
世
界
共
通
の
「
決
ま
り
」

に
沿
っ
て
環
境
保
全
に
つ
い
て
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
も

の
で
す
。 

  

★
役
場
に
お
け
る 

　
I
S
O
1
4
0
0
1
っ
て
？ 

  　
I
S
O
1
4
0
0
1
を
取
得
し

た
こ
と
に
よ
り
、
役
場
で
も
環
境

保
全
に
関
す
る
目
的
や
目
標
を
立

て
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
環

境
保
全
と
い
っ
て
も
大
変
範
囲
が

広
く
、
職
員
が
仕
事
を
す
る
う
え

で
直
接
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
や
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
環
境

に
負
荷
を
か
け
な
い
仕
組
み
づ
く

り
と
い
っ
た
間
接
的
な
も
の
も
、

役
場
に
お
け
る
I
S
O
1
4
0
0
1

の
大
き
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
直
接
的
な
も
の
は
も
ち
ろ

ん
、
間
接
的
な
部
分
に
つ
い
て
も

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

  

★
I
S
O
1
4
0
0
1
が 

　
　
な
ぜ
役
場
で
必
要
な
の
？ 

  　
こ
の
よ
う
に
、「
決
ま
り
」
に

沿
っ
た
環
境
保
全
活
動
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お

い
て
職
員
の
環
境
保
全
意
識
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

I
S
O
の
「
決
ま
り
」
の
な
か
で

「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う

仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
P
D
C
A

と
は
、Plan

（
計
画
）、D

o

（
実

施
）、Check

（
点
検
）、Action

（
見

直
し
）
と
い
う
英
語
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
、
常
に
こ
れ
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
り
さ
ら
な
る
向

上
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で
環

境
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

職
員
は
目
標
達
成
を
意
識
し
た
効

果
的
・
効
率
的
な
仕
事
の
進
め
方

を
考
え
、
管
理
職
は
そ
の
結
果
を

適
正
に
評
価
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
の
本
来
の
業
務
で
あ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

★
ど
ん
な
こ
と
に 

　
　
取
り
組
ん
で
い
る
の
？ 

  ◎
環
境
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
、

職
場
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
掲
示
し
て

環
境
保
全
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。 

�
平
成
16
年 

　
年
間
環
境
ス
ロ
ー
ガ
ン
優
秀
作 

　
「
リ
サ
イ
ク
ル 

　
　
　
　
あ
な
た
の
意
識
が 

　
　
　
　
　
　
　
地
球
を
守
る
」

◎
ご
み
の
分
別
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。
役
場
内
で
出
る
ご
み
の
多
く

は
紙
類
で
す
。
出
来
る
だ
け
再
資

源
化
で
き
る
よ
う
に
、
紙
類
だ
け
で

も
8
種
類
の
分
別
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

◎
目
的
・
目
標
を
持
っ
て
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
（
左
記
表
参
照
）。

例
え
ば
、
昨
年
度
は
光
熱
水
の
使

用
量
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
光
熱
水
（
灯
油
、

電
気
、
水
道
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
）

の
削
減
量
を
二
酸
化
炭
素
排
出
量

に
換
算
す
る
と
3
8,
5
9
5
�
―

CO2
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
1,
8
5
0
面
分
の
森
林

が
一か
月
で
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素

量
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
丸
子

町
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
量

は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
換
算
で

5,
1
4
7,
5
2
0
�
―
CO2
と
な

り
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
2
4
7,
0
8
0

面
分
の
森
林
が
一
か
月
で
吸
収
す

る
二
酸
化
炭
素
量
に
な
り
ま
す
。 

 
　
役
場
で
は
こ
れ
か
ら
も
I
S
O

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
自
然
に

や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

  【
問
】
役
場
生
活
課
環
境
係 

　
　
　
　
電
話
4
2
―
1
0
5
4 

　
　
　
　
有
線
2
―
4
4
9
0

A
ction

《
見
直
し
》
原
因
を
分
析
し
、

対
策
を
検
討
す
る
／
シ
ス

テ
ム
の
見
直
し
を
行
う 

C
heck

《
点
検
及
び
是
正
処
置
》
達

成
状
況
を
把
握
す
る
／
内

部
環
境
監
査
を
実
施
す
る 

D
o

《
実
施
及
び
運
用
》
目
標
達

成
に
向
け
て
取
り
組
む 

P
lan 《

計
画
》
環
境
方
針
を
定
め

る
／
環
境
目
標
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
決
め
る 
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�目標数値は、平成13年度から14年度の実績から平均値を取っています（灯油、電気、上水道、ガソリン、
軽油、用紙）。 

�［評価基準］　○：達成　×：未達成　Ａ：目標に達している（80%以上）　Ｂ：目標には達していないが、
今後の取り組みにより目標を達成することが可能（50％以上80％未満）　Ｃ：目標に大きく達していな
い（50％未満） 

�詳しくはホームーページ（http://www.maruko-town.ne.jp/keikaku/indix.htm）をご覧ください。 

灯油の使用量を抑える  

デイサ－ビスセンタ－通所者

増加による（目標数値の見直し）。 

住民のごみ処理コスト意識が

薄い。更なる呼びかけが必要。 

不法投棄が悪質化、巧妙化

したため。 

平成15年度導入予定も補助申請

の関係で16年度に設置がずれ込む。 

47,128� 

710,944kwh 

6,869� 

27,909� 

8,734� 

策定 

1,572箱 

66% 

55% 

2台 

環境基準値以下 

40ha 

80% 

28% 

5,675t 

59件 

2施設 

15件 

72% 

- 

2,260人 

5,700人 

2回 

1件 

維持 

維持 

維持 

維持 

37,458� 

702,868kwh 

7,598� 

23,629� 

7,938� 

策定・取組 

1,469箱 

70.9% 

52.5% 

2台 

環境基準値以下 

106.07ha 

95.0% 

27.90% 

6,128t 

61件 

1施設 

21件 

72% 

- 

2,898人 

7,981人 

1回 

1件 

基準値以内 

基準値以内 

基準値以内 

基準値以内 

○ 

○ 

× 

○ 

○ 

A 

○ 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

C 

B 

B 

A 

A 

A 

A 

A 

B 

A 

○ 

○ 

○ 

○ 

電気の使用量を抑える 

上水道の使用量を抑える 

公用車の燃料使用量の削減（ガソ
リン） 

公用車の燃料使用量の削減（軽油） 

地球温暖化対策法に基づき実行推
進します 

用紙の使用量を抑える（A4換算） 

ごみの分別によるリサイクルの推
進（役場庁舎） 

グリーン購入実施率を高める 

低公害車への切り替え 

環境状況を調査・測定し監視しま
す 

森林整備を推進します 

建設副産物のリサイクル率を高め
る（現場発生土） 

ごみを再資源化します（全町にお
けるリサイクル率） 

ごみの排出総量を抑えます 

不法投棄を防止します（不法投棄
件数を減らす） 

新エネルギー事業を推進します 

（公共施設へ導入する）  
（家庭用太陽光発電システム
支援件数を増やす） 

汚水処理施設整備を進めます（整
備率を上げる） 

公園の整備を推進します（新たに
公園面積を増やす） 

花と緑のまちづくりを推進します
（参加人数を増やす） 

環境美化活動を推進します（環境
ボランティア参加者を増やす） 

ISO14001取得企業と連携を進め
ます（会議を開催します） 

中小企業者のISO14001取得を支
援します（支援件数を増やす） 

ばい煙測定値の法規制を遵守（ボ
イラー） 

送風機、排煙ファンの騒音測定値
の法規制を遵守します 

灯油保管の法規制を遵守します 

合併浄化槽排水の法規制を遵守し
ます 

未達成理由 評価 実　績 目標数値等 目  標  項  目 

環境目的及び環境目標の達成度（平成15年4月～平成16年3月） 
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8
月
7
日
、
第
27
回
「
丸
子
ド
ド
ン
コ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
町
民
祭
り
は
、
午
後
の
強
い
雨

の
影
響
で
子
ど
も
み
こ
し
や
一
部
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
熱
気
溢
れ
る
み
こ
し
や
踊
り
が
上
丸

子
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。 

　
お
祭
り
広
場
で
は
恒
例
と
な
っ
た
踊
り

ア
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
シ
ナ
ノ

ケ
ン
シ
の
中
国
人
研
修
生
が
自
国
か
ら
持

参
し
た
と
い
う
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
え

ば
、
八
十
二
銀
行
の
男
子
行
員
た
ち
は
女

装
し
て
笑
い
を
誘
う
な
ど
各
チ
ー
ム
と
も

か
な
り
の
力
の
入
れ
よ
う
で
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
優
勝
し
た
の

は
ア
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
が
始
ま
っ
て
以

来
、
毎
年
出
場
を
果
た
し
て
い
る
「
石
井

ゆ
か
い
な
仲
間
」
チ
ー
ム
。
手
品
を
交
え
、

親
子
で
楽
し
い
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
8
月
上
旬
に
町
に
滞
在
し
て
い

た
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市
郡
の
学
生
た

ち
も
浴
衣
姿
で
お
祭
り
に
参
加
。
み
こ
し

を
担
い
だ
り
、
連
に
ま
じ
っ
て
踊
っ
た
り

と
日
本
の
夏
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 
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not
e

「選挙運動」 

選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 7

vol.4火災 火災 を防ぐ シリーズ 

電
気
火
災
の
原
因
は 
 

　
冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機

な
ど
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン

ト
に
差
し
込
ん
だ
ま
ま
使
い
続

け
て
い
る
家
電
製
品
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
長
年

放
置
し
て
い
る
と
、「
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
現
象
」
に
よ
り
火
災
に
な

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

  《
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
》 

　
長
期
間
コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ

グ
を
差
し
込
ん
で
い
た
た
め
、

プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
間
に

埃
り
や
水
分
等
が
付
着
し
て
電

気
が
流
れ
始
め
、
や
が
て
プ
ラ

グ
が
炭
火
し
、
発
火
に
つ
な
が

り
ま
す
。
洗
面
所
や
台
所
な
ど
、

湿
気
の
多
い
場
所
は
注
意
が
必

要
で
す
。 

 《
対
策
》 

　
常
時
電
源
が
入
っ
て
い
る
器

具
や
長
期
間
差
し
込
ん
だ
ま
ま

の
プ
ラ
グ
は
定
期
的
に
清
掃
を

行
い
ま
し
ょ
う
。 

  《
そ
の
他
の
原
因
と
し
て
》 

�
束
ね
ら
れ
た
コ
ー
ド 

　
コ
ー
ド
を
束
ね
た
こ
と
に
よ

り
熱
が
こ
も
り
や
す
い
状
態
と

な
り
、
熱
が
蓄
積
さ
れ
た
状
態
。 

�
コ
ー
ド
の
断
線 

　
コ
ー
ド
が
家
具
な
ど
の
下
敷

き
に
な
り
、
コ
ー
ド
内
の
電
線

が
何
本
か
切
断
さ
れ
て
し
ま
っ

た
状
態
。 

�
タ
コ
足
配
線
に
よ
る
電
流
超
過 

　
コ
ー
ド
や
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ

に
は
、
流
せ
る
電
流
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
（
許
容
電
流
）。
こ
の

許
容
電
流
が
オ
ー
バ
ー
し
た
状
態
。 

　
こ
れ
ら
は
異
常
な
発
熱
を
起

こ
し
、
シ
ョ
ー
ト
し
て
出
火
し

ま
す
。 

 《
対
策
》 

　
い
ま
一
度
、
コ
ン
セ
ン
ト
や

配
線
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
電
気
火
災
は
、
電
気
製
品
の

維
持
管
理
が
不
適
切
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
火
災
に
な
り
ま
す
。

電
気
器
具
を
使
用
す
る
場
合
は

必
ず
取
り

扱
い
説
明

な
ど
を
良

く
読
み
、

正
し
く
使

用
し
ま
し
ょ

う
。 

　選挙にお金がかかりすぎるのを防ぎ、公正に行われるよう、
選挙運動には一定のルールがあります。 

�「文書図画」（ビラ、ポスター、新聞広告、選挙事
務所の看板など）による選挙運動…お金のかかる選
挙運動の原因となりやすいことから、規格、数量、
配布や掲示の方法等について、細かく定められてい
ます。 
�街頭演説など、言論による選挙運動 
�選挙管理委員会が発行する「選挙公報」 
☆インターネットによる選挙運動は、公職選挙法で
は認められないとされていますが、「行えるようにす
るべき」との意見も多く、現在法律の改正が検討さ
れています。 

その1　運動期間 
その2　選挙運動の方法 

　選挙運動ができるのは、立候補の届けが選挙管理
委員会に受理されてから選挙の投票日の前日までです。
届けの受理より前や、投票
日の選挙運動は禁止されて
います。 
　また、選挙カーなどでの
連呼行為や街頭演説は、午
前8時から午後8時までの間
に限られます。 

お問い合わせは…役場総務課内　丸子町選挙管理委員会　�42－3100（内線318）　有線 2－4872

ほ
こ 
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■
百
一
歳 

上
丸
子 

　
　
金
井
つ
る
子 

  

■
百
歳 

平
　
井 

　
　
今
井
ち
よ  

東
　
内 

　
　
臼
田
み
き
の 

　
　
小
林
　
こ
う 

　
　
中
村
ま
き  

し
お
が
わ
敬
老
園 

　
　
鈴
木
ク
ラ
ジ 

  

■
九
十
九
歳 

上
丸
子 

　
　
河
西
　
玉
よ 

生
　
田 

　
　
長
岡
　
延
伊 

塩
　
川 

　
　
吉
池
さ
だ
の 

　
　
関
　
み
ゆ
き 

陽
寿
荘 

　
　
橋
立
　
ミ
サ 

徳
寿
荘 

　
　
石
澤
　
せ
ん 

し
お
が
わ
敬
老
園 

　
　
中
村
け
さ
よ
し 

  

■
八
十
八
歳 

西
　
内 

　
　
黒
岩
　
利
子 

　
　
宮
下
二
三
四 

　
　
齋
藤
　
忠
三 

　
　
齋
藤
　
か
　 

　
　
齋
藤
　
め
こ 

平
　
井 

　
　
滝
沢
　
ま
　 

　
　
竹
花
　
其
枝 

　
　
永
井
　
國
譽 

　
　
今
井
タ
ツ
エ 

　
　
滝
澤
　
　
半 

　
　
滝
沢
　
ト
キ 

東
　
内 

　
　
小
林
　
茂
夫 

　
　
齋
藤
は
る
子 

　
　
小
平
　
り
う 

　
　
成
澤
や
い
の 

　
　
小
山
田
　
仁 

腰
　
越 

　
　
中
越
　
　
賢 

　
　
宮
坂
　
い
よ 

　
　
池
内
　
悌
治 

　
　
吉
田
　
冨
美 

　
　
長
張
　
く
よ 

　
　
藤
井
は
る
美 

上
丸
子 

　
　
綿
谷
　
芳
江 

　
　
斎
藤
八
千
代 

　
　
尾
美
サ
ダ
ヨ 

　
　
伊
藤
　
い
し 

　
　
田
中
ノ
フ
子 

　
　
高
野
た
つ
子 

　
　
斉
藤
さ
つ
き 

　
　
松
澤
　
正
一 

　
　
　
屋
　
登
子 

　
　
堀
川
ケ
サ
ジ 

　
　
依
田
　
貞
助 

　
　
金
澤
み
ち
子 

　
　
清
住
や
ま
と 

　
　
小
平
　
忠
治 

　
　
橋
詰
　
平
八 

　
　
鳥
海
　
　
守 

　
　
山
岸
よ
り
い 

　
　
山
岸
　
　
勝 

　
　
土
屋
は
ま
よ 

　
　
　
屋
　
藤
三 

　
　
竹
花
　
房
二 

中
丸
子 

　
　
梶
村
　
ク
ニ 

　
　
村
松
　
米
次 

　
　
近
藤
　
　
巻 

　
　
清
水
清
重
郎 

下
丸
子 

　
　
太
田
　
喜
美 

　
　
藤
田
　
は
る 

　
　
小
野
沢
之
子 

御
岳
堂 

　
　
下
村
　
正
五 

　
　
田
村
　
　
進 

　
　
飯
島
ミ
　
子 

　
　
田
村
　
重
武 

　
　
大
森
　
む
ね 

　
　
小
山
　
隆
重 

　
　
金
井
　
照
夫 

　
　
小
山
　
俊
一 

生
　
田 

　
　
奈
良
け
さ
じ 

　
　
辰
野
　
　
齊 

　
　
関
　
た
け
じ 

　
　
松
林
　
才
人 

　
　
竹
花
い
ま
子 

　
　
中
嶋
　
や
子 

　
　
清
水
　
　
　 

　
　
中
村
　
　
誠 

　
　
春
原
　
つ
井 

　
　
滝
沢
　
和
夫 

長
　
瀬 

　
　
久
保
田
喜
代
子 

　
　
山
岸
ま
さ
子 

　
　
久
田
美
知
子 

　
　
倉
沢
ケ
サ
ヨ 

　
　
平
林
あ
さ
子 

　
　
大
森
ミ
ち
代 

　
　
大
井
　
　
武 

　
　
宮
坂
　
信
子 

　
　
白
井
き
く
い 

　
　
押
鐘
　
隆
典 

　
　
小
相
澤
盛
雄 

塩
　
川 

　
　
小
林
仁
六
郎 

　
　
高
野
　
ウ
メ 

　
　
白
井
　
喜
作 

　
　
荻
原
　
　
清 

　
　
三
浦
ハ
ツ
ミ 

　
　
横
山
　
幸
内 

　
　
鷹
野
　
　
夫 

　
　
小
　
　
貞
子 

　
　
滝
沢
　
君
江 

　
　
吉
池
　
し
げ 

　
　
関
　
　
や
い 

藤
原
田 

　
　
中
村
　
忠
雄 

　
　
西
沢
け
さ
み 

陽
寿
荘 

　
　
小
林
　
テ
イ 

　
　
佐
藤
　
長
治 

　
　
滝
澤
　
清
子 

徳
寿
荘 

　
　
池
内
　
よ
し 

　
　
町
屋
　
國
子 

し
お
が
わ
敬
老
園 

　
　
平
尾
　
光
子 

　丸子町の最高齢者は、
金井つる子さん（101
歳）です。99歳以上の
方は13人、米寿を迎え
られた方は99人、喜寿
は275人です。みなさん
おめでとうございます。 

平成17年3月末日ま
でに到達する年齢で
す。名簿は平成16年
8月17日現在で作成
しました。〈敬称略〉 

丸子町慶祝該当者 

いつまでもお元気で！ 

  

今
回
の
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は 

役
場
保
健
福
祉
課
介
護
係
（
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
2
階
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

電
話  

4
2
―

0
0
1
5
　  

有
線  

2
―

4
5
8
3
　  

F
A
X  

4
2
―

1
1
2
1 

 

丈 

　
今
月
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
介

護
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
（
特
別

徴
収
）
方
全
員
に
、「
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」
を
お
届
け
し
ま
す
（
9
月
中
旬
予
定
）。 

　
み
な
さ
ん
に
お
支
払
い
た
だ
く
今
年
度

の
介
護
保
険
料
は
、
平
成
15
年
分
の
所
得

申
告
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
6

段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
段
階
区
分

に
変
更
が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
15
年
度

の
年
間
保
険
料
額
と
同
額
を
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
（
下
表
参
照
）。 

　
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
お
支
払
い
た

だ
い
て
い
る
方
の
場
合
、
4
月
・
6
月
・

8
月
分
の
保
険
料
は
仮
徴
収
（
額
）
と
い

う
形
で
既
に
お
支
払
い
た
だ
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
仮
徴
収
金
額
に
よ
っ
て
10

月
分
以
降
の
保
険
料
額
に
そ
れ
ぞ
れ
増
減

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
10
月
・
12
月
・
翌

年
2
月
の
3
回
で
各
段
階
区
分
の
年
額
に

な
る
よ
う
調
整
し
て
算
出
す
る
た
め
で
、

段
階
区
分
の
変
更
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て

も
こ
こ
で
調
整
し
て
い
ま
す
。
人
に
よ
っ

て
支
払
月
ご
と
の
金
額
や
増
減
額
に
違
い

が
あ
り
ま
す
が
、
年
間
の
支
払
総
額
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
通
知
が
届
か
な
い
方
は
、
口
座

振
替
ま
た
は
現
金
で
お
支
払
い
い
た
だ
い

て
い
る
（
普
通
徴
収
）
方
で
す
。
6
月
に

お
送
り
し
て
あ
る
「
介
護
保
険
料
納
入
通

知
書
」
の
と
お
り
で
、
保
険
料
額
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※1　4～8月までの仮徴収（額）は、通常、
前年度の2月分（本年2月支払い）と同じ保険
料額でお支払いいただくこととしていますが、
今年の2月にお支払いいただいた保険料は、
介護保険料の改定に伴い増額した金額である
ため、4月に仮徴収した金額の調整として6月、
8月分で減額を行っています。 

※2　それぞれの支払月の保険料額はひとつ
の目安となっています。「所得段階の変更が
あった場合」などは表の金額と異なりますが、
年額は同額となります。 

平成16年度　丸子町介護保険料額  （65歳以上の方で年金からお支払いただく方） 

特別徴収開始通知書を 
お送りします  

平成16年度介護保険料 

4,600 

3,000 

3,000 

3,498 

3,400 

3,400 

20,898

第1段階 

4月 

6月 

8月 

仮徴収額 

平成16年10月 

平成16年12月 

平成17年  2月 

平成16年度年額 

第2段階 第3段階 第4段階 第5段階 第6段階 

7,800 

4,600 

4,600 

5,702 

5,600 

5,600 

33,902

10,700 

6,300 

6,300 

7,740 

7,700 

7,700 

46,440

13,500 

7,800 

7,800 

9,750 

9,600 

9,600 

58,050

16,200 

9,300 

9,300 

11,660 

11,600 

11,600 

69,660

20,000 

10,300 

10,300 

13,670 

13,500 

13,500 

81,270

支払月 

（単位：円） 

年金から
介護保険

料を 

お支払い
いただい

ている方
の 

10月以降
の保険料

額をお知ら
せします。
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ほほえみ　記 
9

みんなで話 
そ 
う 

地域で輪 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

人の和 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

健康と 
福祉の 
ページ 

� 

東内　小林 こう さん 

　明治37年7月8日生まれのこうさんは、今年100回目の

誕生日を迎えられました。100歳の誕生日には、家族や

親戚を始め多くの方にお祝いをしてもらい、「とっても

うれしかったの」と笑顔で話してくださいました。 

　こうさんは朝4時に起床します。午前中は部屋の掃除

をしたり、横になって休んだり。午後はテレビを見てい

ることが多いといいます。大好きなのは「大相撲」。場

所中は欠かさず観戦し、「がんばれ」と力士に声援を送っ

ています。 

　普段は自分の部屋で過ごすことが多いこうさんですが、

お嫁さんのあい子さんが部屋に呼びに行くといないとき

があります。そんな時こうさんは、家の周辺の草むしり

をしていたり、山に散歩に行ったりしています。「今年

の春にも裏山からわらびを大量に採ってきたんですよ」

とあい子さん。「ついつい採りすぎちゃったから」とこ

うさん。 

　元気の源は食生活にあるといいます。食卓にはわらび

はもちろん、竹の子、しょうが、梅、きゅうりといった、

山や畑で採れた安全で新鮮な食材を使った料理が並びます。 

　外に出ることが好きで、上丸子にいる親戚のお宅に泊

まりに行ったり、温泉に行くのが楽しみで「行きたくてしょ

うがないの」と話してくれました。 

　100歳になられて今一番感じることは、昔（50代の頃）

は頭痛があったり、今も足がちょっと痛いけれど「元気

なことが一番幸せ」とやさしく微笑んでくださいました。 

お嫁さんのあい子さん（右）とは大の仲良し 



広報まるこ  2004/9

（12） （13） 

広報まるこ  2004/9

真夏の夜の楽しいひととき　親子ナイター 
　7月23日の夜、町営総合グラウンドで「親子ナイター」
が開催されました。 
　この親子ナイターは、親子で楽しいふれあいのひと時を
過ごしてもらおうと丸子町青少年指導者協議会が中心にな
って毎年開催されています。「じゃんけんチャンピオン」、
「ブロック崩し」、「長縄跳び」など今年も楽しいゲーム
やダンス、スポーツのプログラムが並び、子供たちが元気
いっぱい飛び回っていました。陽が落ちたグラウンドは日
中の暑さがうそのようで、参加されたみなさん、気持ちの
いい風が吹くなかとても楽しそうに汗を流していました。 

仕事の大変さに「敬礼！」　北中生徒の職場体験学習 
　7月13日、丸子北中学校3年生全員による職場体験学習が行
われ、役場や消防署などの公共施設や町内外の企業で実社会の
様子を学びました。 
　丸子消防署にも男女4人の生徒が訪れ、午前中は放水や救助
の訓練を、午後は人工呼吸や心臓マッサージなど応急手当の方
法を学習しました。「人の命を守る仕事に憧れて、消防署を選
んだ」という生徒たち。救助訓練では、ロープにぶら下がって
腕の力だけで渡っていく訓練を体験し、「足を持ち上げている
のが大変。全身の力がないとだめ」と命を救うことの大変さを
あらためて感じ取ったようでした。 

丸子町消費者の会が「リサイクル推進認定」を受賞 
　このほど丸子町消費者の会が『リサイクル推進認定証』
を受賞し、7月17日に長野市のビッグハットで開催された
信州環境フェア2004において、認定証交付式がありました。 
　丸子町消費者の会のみなさんは、日頃から消費者の立場
からみた食の安全の問題ばかりではなく、ごみ減量やリサ
イクルなど環境問題を中心に幅広い活動をしており、また
年数回におよぶ、町の環境美化清掃にも取り組んでいます。
今回の受賞は、このような活動が幅広く評価されたものです。 
　町では今後も、消費者の会のみなさんにご協力いただき、
一層のごみ減量化・リサイクル推進を行っていきます。住
民のみなさんのご理解とご協力を引き続きお願いします。 

くやしい思いバネに次の大会に臨む　北中柔道部の生徒が北信越大会へ 
　7月19日に行われた中学総体県大会の柔道個人戦で見事上位入賞を
果たし、北信越大会への出場を決めた丸子北中学校柔道部の生徒二人
が28日、町長へ報告に訪れました。 
　この日訪れたのは、男子66kg級で3位に入賞した伊東卓也君（3年）
と女子48kg級2位の山本麻澄さん（3年）。北中の柔道はスピードが
あり、「二人とも優勝まであと一歩」と言う顧問の先生。伊東君は「（3
位という成績に）納得していない。決勝まで行きたかった」と大会を
振り返り、山本さんは「決勝で負けたのはくやしいけど、3年間やっ
てきた成果が出てとても充実感があります。得意の背負い投げも結構
決められてよかった」と話していました。 

互いの友情の絆を深める　ブルームフィールド市郡訪問団が来町 
　町の友好姉妹都市であるアメリカのブルームフィールド市郡。その
訪問団一行が8月1日に丸子町に到着し、町内に10日間滞在しました。 
 　丸子町とブルームフィールド市郡は平成13年に友好都市の提携を
結び、以来、毎年交互に両市町の学生が訪問しています。今年は町が
ブルームフィールドの学生を受け入れる年で、10名の中高生と5人の
同市職員らが訪れました。 
 　歓迎会では、昨年ブルームフィールドへ赴いた学生たちが出迎え、
懐かしい友達と抱き合って喜ぶ姿も。滞在期間中は、着付けや絵手紙
などの日本文化体験やスポーツ交流、町民祭り「丸子ドドンコ」に参
加したりして、ホストファミリーや住民たちと交流を深めました。 

水環境を楽しく学習　夏休み「水の体験教室」 
　7月29日、生田の下水道終末処理場「ピュアパークまるこ」で「水の体
験教室」が開催されました。毎日何気なく使用しているトイレやお風呂、
台所の排水がどのように処理されているか学んでもらおうと今年初めて企
画、約300人の小学生と保護者が参加しました。 
　小学校低学年の子供たちはスタンプラリーをしながら楽しく場内をめぐ
り、高学年生は職員の説明を聞きながら各施設を見学したり、流水実験を
観察したりしました。夏休みの自由研究にしようと熱心に写真やノートを
取る生徒も多く見られました。 
　また、午後にはペットボトルロケットを飛ばすなどの催しも行われ、み
んなとても充実した一日を過ごしたようでした。 

楽しい夏休みのはじまり　親子ひびきあい教室開講 
　7月29日と30日の両日、夏休み恒例の「親子ひびきあい教室」が
開催され、初日の29日は「木工教室」が開かれました。 
　毎年、塩川にある山崎建設さんの協力のもと行われているこの教室。
最初に作業のコツを教えてもらい、用意された図面に沿って作業を開
始。慣れない子供の手つきに、次第に手を出す回数が多くなるお父さ
んお母さんたち。子供たちより大人の方が一所懸命になってしまうの
がこの教室の特徴で、本立てや鉛筆立て、鳥の巣箱などを親子で協力
しながら作っていました。 
　また、翌日には料理教室や野鳥観察の教室も開かれ、大勢の子供や
保護者が参加しました。 

自分たちの手で故郷を美しく　御岳堂区民による環境美化活動 
　8月6日、御岳堂の日向池の隣にある遊休荒廃地で地元区民による
蕎麦の種まきがありました。 
　この蕎麦の種まきは環境美化活動の一環で、地元有志が集まって行
ったもの。草のおおい茂った日向池の周辺を昔のようにきれいにしよ
うと4月に草刈りをし、せっかくきれいになったのだから何かに利用
してはどうかと検討した結果、蕎麦を栽培する事に。この日は約30
人が集まり、600坪ほどの土地に種をまきました。「環境美化もそう
だが、地元の交流を深めようというのも目的のひとつ」と話す地元の
みなさん。収穫したらみんなで蕎麦を打つ計画で、「うまくいったら
来年はもっと広げたい」と話していました。 

ひなた 
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短 信 8月 

予 定 9月 

乳幼児健康診査（健康係） 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�場　所：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

9月 3日（金） 
9月24日（金） 
9月10日（金） 
9月 7日（火） 
9月17日（金） 

平成16年4月6日～5月3日生 
平成15年11月生 
平成15年3月生 
平成14年8月生 
平成13年8月生 

実施日 時　間 場　所 
9月27日（月） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談（健康係） 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

  1日　ブルームフィールド市郡訪問団来町 
  7日　第27回町民まつり「丸子ドドンコ」 
  8日　第9回信州爆水ＲＵＮin依田川 
 納涼花火大会 
12日　花市・歩行者天国 
22日　依田窪水泳大会 

19日 第31回町民ゴルフ大会 
26日　いきいきフェスティバル2004 
27日　アップウィズピープル来町 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

9月は がん制圧月間 
 オゾン層保護対策推進月間 
 障害者雇用促進月間 

   1日 防災の日 
  9日 救急の日 
10日 全国下水道促進デー 
20日 敬老の日 
 動物愛護週間 
21日 秋の全国交通安全運動 
23日 秋分の日 

県営住宅入居者募集のお知らせ 

上小地域の県営住宅入居者募集がつぎのとおり実施されます。 
■募集受付期間 平成16年9月1日（水）～9月10日（金）  ※期間中、土日を含む 
■受  付  場  所 上田市材木町1-2-6　長野県上田合同庁舎内会議室等 
■そ　 の　 他 募集内容等詳細については別途合同庁舎版等でお知らせし

ますが、8月25日（水）以降に直接下記へお問い合わせくだ
さい。 

【問】長野県上小地方事務所建築課　�0268-25-7143　fax0268-28-5566

４市町村合併について「住民公聴会」を開催します 

■お聞きする内容 新市建設計画、地域自治センター、議員の定数・任期の取
扱いについて　など 

■日時と会場 9月28日（火）夜7時から　丸子町文化会館にて 
【問】上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会事務局　�0268-34-7677

工事請負契約等の公表（一件5,000万円以上） 

○工 事 名 平成16年度西内保育園建設事業建築主体工事 
○契約金額 136,500,000円 
○請負業者 株式会社栗木組（丸子町大字長瀬3918番地） 
　代表取締役　栗木　悦郎 

平成15年度丸子町行政改革実施計画の取り組み結果を報告 

　平成15年度丸子町行政改革実施計画に基づいて取組んだ結果を、平成16年
3月25日に開催した行政改革推進委員会において報告しました。 
　平成15年度は改革内容及び目標数58項目に対して個別の実施計画（各課が
目標数値等を掲げ具体的に取組む計画）として63項目を掲げ、行政改革を推
進してきました。 
　個別の実施計画に対する達成状況をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの4段階で評価した結
果は、Ａ（目標を達成している。または順調に取組みが進んでいる。）が21
項目、Ｂ（目標をやや下回っている。または概ね取組みが進んでいる。）が
41項目、Ｃ（目標を下回っている。または取組みを行ったが具体的な成果を
あげるまでには至っていない。計画の見直しが必要）が1項目、Ｄ（目標を
大きく下回っている。または実施していない。計画の見直しが必要）はなし、
という評価結果となりました。 
　平成15年度は、平成13年度から平成15年度までの計画期間における最終年
であったこともあり、目標達成のためそれぞれが努力した結果、ほぼ計画ど
おりに目標を達成したものと評価をしました。 
　しかし、行政改革推進委員からは、「Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの評価は誰がどのよ
うに行った結果なのか」「評価の方法があいまいで分かりにくい」「数値化し
て誰でもがわかるように評価の方法を改善すべき」といった意見が出され、
町としても今後評価を実施するにあたってはできるだけ数値化に努め、町民
の皆さんに分かりやすいように改善を図って行きたい旨の考えを示しました。 
　なお、平成15年度の実施計画に対する行政改革取組結果の全文につきまし
ては、役場玄関ロビーの行政情報コーナーに備え付けるとともに、丸子町役
場のインターネットのホームページに掲載いたしましたのでご覧下さい。 
【問】役場総務課庶務係　�42-3100　有線2-4872

地球を守ろう！ 
～家庭・オフィスでできる省エネの提案　その1～ 

冷房中の温度は、28℃を下回らないように設定しましょう。 

【問】 丸子町役場　保健福祉課 
 健康係　�42-1117　有線2-4483　　福祉係　�42-1118　有線2-4474　　介護係　�42-0015　有線2-7652

多胎児家族のつどい（健康係） 

教室名 実施日 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い  9月15日（水） 双子、三つ子の親子 

�受付時間：午前9：30～10：00 
�実施時間：午前10：00～12：00 
�場　所：保健センター 
 

断酒会（健康係） 

実　施　日 時　間 場　所 

第1・第3月曜日 
9月 6日（月） 
9月20日（月） 

19：00～21：00 長瀬町民センター 

�対象者：アルコール依存から立ち上がろうとする人、家族、 
　 関心のある人など 

実施日 時　間 
10月5日（火） 13：30～  　予約制 

もの忘れ相談会（介護係） 
�相談担当者：堀内静子氏（看護相談室せせらぎ代表） 
�場　所：ふれあいステーション3階または訪問 

毎週月曜日放映中　6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch）9月の内容 ［　地域を舞台にまちおこし　］ 
『丸子町行政情報番組』 

実施日 対　象　者 場　所 
9月  2日（木） 平成15年8月・9月生 保健センター 

おたんじょう相談（健康係） 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�実施時間：午前10：30～12：00 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

育児セミナー（健康係） 
�事前に申込みが必要 
�ところ：保健センター 

教室名 と　き 対　象　者 

かるがも教室 
� 9月18日（土） 
� 9月28日（火） 

これから赤ちゃんを迎える夫婦 

実施日 時　間 場　所 
9月30日（木） 13：30～15：30 ふれあいステーション3階 

痴ほう性老人等介護者の会（介護係） 
�内　容：介護者同士の情報交換の場 

デイケア、しゃぼん玉（福祉係） 
�内　容：こころを病む人が社会復帰を目指す場 

内　容 実施日 時　間 場　所 
10：00～12：00 
10：00～14：00

9月 8日（水） 
9月22日（水） 

カラオケ 
日帰りレク 

長瀬町民センター 
塩田方面 

企画課の小山主任が「傑出した日本の若者10人」に！ 企画課の小山主任が「傑出した日本の若者10人」に！ 
　役場企画課の小山主任がこのほど、（社）
日本青年会議所が主催する「人間力大賞」
を受賞しました。この賞は日本や世界を
舞台に「まちづくり」や「ひとづくり」
の活動を行っている、人間力溢れる傑出
した人物に贈られるもので、全国の若者
を対象に毎年10人を決定しています。 
　小山主任は「信州爆水RUNin依田川」
の発案者で、夏恒例のイベントに成長さ
せた功績が受賞に結びつきました。爆水
ランは、小山主任が体育係配属時に町内

外の多くの人に参加してもらえるイベント
を開催したいと企画。「最初は大会で使う
ヘルメットなどがなくて、東京のあきる野
市まで車を飛ばして借りに行った」と当時
の苦労を話します。今では全国から毎年
700人近くが参加する町の一大イベントに。 
　「ここまで大きなイベントになったのは
みんなの理解と協力のおかげ」と受賞の喜
びを語る小山主任。今後も町を担っていく
職員としてさらなる活躍が期待されていま
す。 

予防接種（健康係） 
集団�受付時間：午後1：00～2：00　実施時間：1：30～2：00 
　　�場　所：保健センター 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票 
個別�実施時間：診療時間内（要予約） 
　　�場　所：委託医療機関 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票・印鑑 

種　　類 実施日 対　象　者 
ツベルクリン反応 
B C G  
麻 し ん  

集団
 

 
個別  

1 0月4日（月） 
1 0月6日（水） 
10月1日～31日 

平成16年4月～6月生  
平成15年7月～9月生 
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お問い合わせは　丸子町役場　生活課　国保年金係　�42-1053　有線2-4493

� 10月1日から 
保険証が変わります 
　現在みなさんが使用されている丸子町国民健康保険

証は、9月30日で有効期限が切れます。 

　新しい保険証は、9月30日までに郵送しますので大

切に保管してください。また、今までお使いの保険証

は無効となりますので、間違いを避けるため、また他

人の手に渡らないようにするために破棄してください。 

　この保険証の更新は、国保の被保険者であることの

確認や不正に保険証が使われていないかどうかを発見

するなど、保険証の適正化のため毎年実施しています。 

　なお、別に通知する方については、役場の国保年金

係窓口で更新の手続きをお願いします。 

◎新しい保険証は…◎新しい保険証は… 

　一般被保険者証一般被保険者証 

　　　黄色（今までは黄緑色）　　　黄色（今までは黄緑色） 

　退職被保険者証退職被保険者証 

　　　藤色（今まではオレンジ色）　　　藤色（今まではオレンジ色） 

 

◎学生または長期出張などで家族◎学生または長期出張などで家族

と離れて住んでいる人についてと離れて住んでいる人について

は申請により、は申請により、「学生用」学生用」「遠隔遠隔

地用」の保険証も発行されます。地用」の保険証も発行されます。 

◎新しい保険証は… 

　一般被保険者証 

　　　黄色（今までは黄緑色） 

　退職被保険者証 

　　　藤色（今まではオレンジ色） 

 

◎学生または長期出張などで家族

と離れて住んでいる人について

は申請により、「学生用」「遠隔

地用」の保険証も発行されます。 

【保険証の取り扱い】 

保険証を受け取ったら次のことに注意して大切に
扱いましょう。 

�新しく受け取ったら、記載内容を確認しましょう。 
�診察を受けるときには、必ず医療機関の窓口に
提示しましょう。 
�破れたり、汚れて使えなくなったときには、申
請して再交付してもらいましょう。 
�国保をやめるときには、国保の窓口に返しましょ
う（社保・国保２つの保険証持参）。 
�期限が切れたもの、コピーしたものは使わない
ようにしましょう。 

ご家族の中に社会保険の扶養になれ
る方はいませんか？ 
　社会保険加入者の収入で生計を維持しているご家

族は、社会保険の被扶養者として医療給付を受けら

れます。申請をして被扶養者に認定されますと、国

保税を納める必要がありません。社会保険料は扶養

家族がどんなに増えても同じです。 

  

国保に加入する人は 
　国保に加入する一人一人のことを被保険者といい、

職場の健康保険などに加入している人と生活保護を

受けている人以外は、すべて国保に加入することに

なります。主な被保険者は次のとおりです。 

自営業者 年金生活者 農業・漁業従事者 
退職などで職場の 
健康保険を脱退した人 

パート・アルバイトなどで 
職場の健康保険などに 
加入していない人 

外国人登録を行って 
日本に一年以上滞在 

する人 

現在、丸子町の国保には4,786世帯、被保険者9,442人が加入しています。（参考：平成16年8月1日現在の町の世帯数 8,947世帯、人口 25,100人） 

いろんな国の人に会えるのが楽しみです 
山崎  夏矢　さん アップウィズピープルに参加する 

　「思いついたらすぐ行動するタイプ。考えると前に進めなくなる」。

自らの性格をそう話すのは、アップウィズピープル（ＵＷＰ）の

一員として約半年間、世界中から集まった若者たちと共に生活を

しながらアメリカやカナダ、イタリアなど世界8カ国を旅するこ

とになった南方松葉の山崎さん。しばらく休止していたＵＷＰが

今年活動を再開することになり、その募集記事を見てすぐに受話

器を手にしたと言います。 

　娘の海外生活にご両親は反対したのでは？　と尋ねると「家族

はみんな賛成。『行ってこい』って言われました」とあっさりＯ

Ｋが出たとのこと。それもそのはず、彼女には一年近くひとり、

ニュージーランドで働きながら語学勉強をしていた経験が。さす

がにその時はご両親も心配していたと言いますが、「他にもやっ

ている人がいるんだから、何も特別なことじゃない。私にだってできる」と説得。でも今回は「い

い機会は逃さないようにと応援してくれました。仲間と一緒の旅に安心したみたい」と笑います。 

　将来は翻訳業を目指すという山崎さん。彼女は今、その夢に向かって着実に歩んでいます。 

ここを通るバスの時刻 
09：20　10：47 
13：55　15：42 
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今
か
ら
お
よ
そ
三
百
年
前
、
こ
の
長
瀬

地
区
に
は
江
戸
相
撲
年
寄
「
浦
風
林
右
衛

門
」
が
取
り
仕
切
る
相
撲
道
場
が
あ
り
、

多
く
の
名
力
士
を
輩
出
し
た
と
い
い
ま
す
。

天
下
無
双
力
士
と
し
て
名
を
馳
せ
た
雷
電

為
右
衛
門
も
こ
こ
で
稽
古
に
励
ん
だ
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
道
場
は
明
治
二
十
八
年

ま
で
存
続
し
ま
し
た
。
石
碑
は
そ
れ
を
記

念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
「
石
尊
の

辻
」
の
名
は
、
石
尊
大
権
現
の
境
内
の
一

角
に
相
撲
道
場
を
開
い
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。
石
尊
大
権
現
（
総
本
社
は
神
奈
川

県
伊
勢
原
市
に
あ
る
大
山
阿
附
利
神
社
）

は
、
雨
の
神
と
い
わ
れ
相
撲
道
に
お
い
て

は
�
力
水
�
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
石
碑
、
以
前
は
別
の
場
所
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
新
幹
線
建
設
に
よ
り

七
年
前
に
現
在
の
場
所
へ
移
設
、
そ
し
て

今
も
丸
子
の
相
撲
歴
史
を
私
た
ち
に
伝
え

て
い
ま
す
。 

（
丸
子
町
誌
参
照
） 
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や
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ち
か
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のんびり 
お散歩 
バスの旅 

【問】  企画課企画係 
�42―1041 有線2―4510

至
大
屋 

至
丸
子 

コミュニティセンター 
下長瀬 

長野新幹線 

★ 

コミュニティセンター 
下長瀬 

“天下無双力士”雷電為右衛門が修練したという 石尊の辻の史跡 
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★国保税　4期（9月30日） 
★上下水道使用料　6・7月分（9月30日） 
★下水道受益者負担金　2期（9月30日） 
 
 
 
★年金相談 
　9月24日（金）　10:00～12:00　13:00～15:00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談（結婚相談8日のみ） 
9月8日（水）  18日（土）  28日（火）　9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線2－4821 

★巡回ハローワーク（毎月第3金曜日） 
　9月17日（金）　9：30～12：00　�23－8609　 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★警察安全相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

9月の納税 

9月の相談 

納税は便利は口座振替を 

�東内・西内コース 
　9/７（火）  ９/２８（火）  １０/19（火）

�腰越・依田コース 
　９/９（木）  ９/３０（木）  １０/14（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　８/３１（火）  ９/１４（火）  １０/5（火） 

�塩川・藤原田コース 
　９/２（木）  ９/１６（木）  １０/7（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　９/１（水）  ９/１５（水）  １０/6（水） 

�ツルヤ・アップルランド 
　９/８（水）  ９/２９（水）  １０/13（水） 

～～～ 

今月の一冊 

獣医師と思い出の動物 

著者／柴田  浩幸 ほか9名 
発行／柏企画 

ハラルド・オスベルガー＆ミヒャエル・リップ 
 ウィーン・ピアノ・デュオ 

戸
籍
の
窓 

7月 
届出分 
（敬称略） 

問 丸子町文化会館　セレスホール 
�0268-42-0001　有線2-4701

申込　問 
ふるさと新発見ツアー事業実行委員会事務局 
（上田地域広域連合事務局企画課内） 
�0268-23-2130

図書館だより 

本館 
道の辺にたたずむ歴史ふるさと丸子 滝澤　　準 （著者寄贈） 
まま母狂想曲（カプリッチオ） 黒坂 黒太郎／矢口周美 講　談　社 
夜は満ちる 小池真理子 新　潮　社 
危ない間取り 横山　彰人 新　潮　社 
片付けない作家と西の天狗 笙野　頼子 河出書房新社 
名経営者が、なぜ失敗するのか シドニー・フィンケルシュタイン 日 経 B P 社 
秘密の心臓 デイヴィッド・アーモンド 東京創元社 
雛の家 久世　光彦 中央公論新社  
 
あおぞら号 
蒼のなかに 玉岡かおる 角 川 書 店 
僕の双子の妹たち 白石　公子 集　英　社 
火天の城 山本　兼一 文 芸 春 秋 
一葉の恋 田辺　聖子 世界文化社 
甚五郎異聞 赤瀬川　隼 日本放送出版協会 
バードケージ 清水　義範 日本放送出版協会 
思いわずらうことなく愉しく生きよ 江國　香織 光　文　社 
海のふた よしもと　ばなな ロッキング・オン 

金子図書館�42－2414 
有線2－4602 

　休館/月曜・祝日・月末日 

※今月のおはなし会は9月18日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができます。 
　アドレスは、http://www.echol.gr.jp

〈新刊本の紹介〉 
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「ふるさと新発見ツアー」 
参加者募集のお知らせ 

第
四
十
一
回 

俳
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の
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で
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叙
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町
長
の
生
活
所
感 

� 

夏の夜空を彩った丸子の納涼花火大会 

驚異のテクニックと鋭い感性。 
王道を歩む正統派ピアノ・デュオ！ 

　さわやかな秋の一日、ご家族や友人と上小地域の誇れる名所や体験

施設等を巡ってみませんか？ 

■日時：10／9（土）午前7時40分～午後5時（予定） 

　※雨天決行。ただし、雨天の場合一部コースの変更もあります。 

■コース：①上田市・青木村コース【別所線乗車（上田駅～別所温泉駅）、

塩田平散策、大法寺（国宝三重塔）、青木村文化会館（昼食）、あおき

ふるさと体験館、上田市立浦里小学校、東山観光農園（りんご狩り体験）】

②丸子町・武石村コース【内村ダム、丸子町農産物直売加工施設あさ

つゆ、山印醸造(株)、武石村中央公民館（昼食）、ともしび博物館（ろ

うそく作り体験）、妙見寺（本堂の天井画 鳴龍）】 

■集合・乗降場所：両コースとも上田市旧第一中学校跡地、上田駅温泉

口、丸子町役場 

■募集人数：180人（各コース90人）　先着順で、定員になりしだい締

め切ります。 

■参加費：大人（中学生以上）１，５００円　小人（小学生）1,000円（保護

者同伴）　※参加費は当日いただきます（昼食は各自持参）。 

■申込方法：電話で希望のコース、参加者全員の氏名、住所、年齢、電話

番号、集合・乗降場所をお申し込みください。 

■申込期間：9月6日（月）～24日（金）まで（受付時間は土日・祝祭日

を除く午前9時～午後5時） 

　
夏
祭
り
の
締
め
を
彩
り
、
8
月

8
日
、
恒
例
の
第
33
回
丸
子
町
納

涼
大
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

　
丸
子
地
域
ど
こ
か
ら
で
も
眺
め

ら
れ
る
こ
の
華
や
か
な
夜
空
の
演

出
を
ど
の
く
ら
い
の
方
々
が
ご
覧

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
見

や
す
い
依
田
川
堤
防
沿
い
は
、
今

年
も
驚
く
ほ
ど
の
人
出
で
賑
わ
っ

た
。 

　
打
ち
上
げ
場
所
は
町
の
総
合
運

動
公
園
の
一
角
で
あ
る
が
、
こ
の

一
帯
は
昔
に
比
べ
、
随
分
環
境
が

変
わ
っ
た
。
か
つ
て
花
火
大
会
が

始
め
ら
れ
た
頃
は
、
農
地
の
広
が

る
依
田
川
・
内
村
川
の
中

洲
。
そ
の
後
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
で
き
、
体
育
館
が
建
て

ら
れ
、
露
草
橋
も
架
け
ら

れ
た
。
そ
し
て
今
年
、
川

沿
い
に
主
要
道
路
依
田
内

村
線
が
開
通
し
、
農
産
物

直
売
加
工
セ
ン
タ
ー
も
完

成
し
た
。
一
帯
は
言
わ
ば
丸
子
を

特
色
づ
け
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン

と
言
え
る
場
所
で
あ
る
。
だ
か
ら

花
火
大
会
に
は
安
全
確
保
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
規
制
や
マ
ナ
ー
が

求
め
ら
れ
る
。
今
回
は
依
田
内
村

線
の
通
行
制
限
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

へ
の
侵
入
が
禁
止
さ
れ
た
。 

　
商
工
会
を
は
じ
め
大
勢
の
関
係

者
の
努
力
に
支
え
ら
れ
た
伝
統
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
諏
訪
湖

な
ど
の
花
火
と
は
ま
た
趣
を
異
に

す
る
、
こ
こ
に
し
か
な
い
、
み
ん

な
の
心
に
焼
き
付
い
た
美
し
い
ふ

る
さ
と
の
花
火
で
あ
る
。 

期　日◆12/5（日） 
開　演◆午後3時 
場　所◆丸子町文化会館　セレスホール 
料　金◆全席自由　一般3,000円　高校生以下1,000円 
 9月4日（土）よりチケット発売！！ 
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